
上智大学

10月17日 ～28日月 金

October, 2016
国連Weeks

日時／

場所／

10月24日（月） 18:00～20:00（開場17:30）
四谷キャンパス2号館17階　国際会議場
10月24日（月） 18:00～20:00（開場17:30）
四谷キャンパス2号館17階　国際会議場

本学学生および教職員、高校生、一般の方

上智大学　国連広報センター 国連開発計画（UNDP）

対象／

主催／ 後援／

各イベントへの参加申込みは
こちらからどうぞ

https://eipo.jp/sophia/

本学では10月17日から28日まで
「上智大学国連Weeks」として、さま
ざまなイベントを開催します。国連の
活動を通じて、世界と私たちの未来
について一緒に考えてみませんか？

毎年10月24日は国連創設記念日で国連デーと定められています。
さらに今年は日本の国連加盟60周年の節目の年です。未来に向けて
私たちができることを、多彩なゲストとともに考えてみましょう。

要事前申込

日本の国連加盟60周年
・国連デー記念イベント

内容／主催者挨拶
SDGs学生フォトコンテスト授賞式
主催者挨拶
SDGs学生フォトコンテスト授賞式

・
・
・

コンテストの概要説明・審査員講評
岸田 文雄  外務大臣 挨拶
 　　　　 外務大臣賞授与
受賞作品紹介・各賞授与

SDGsダイアローグ「クリエイティブな力で世界を変える」SDGsダイアローグ「クリエイティブな力で世界を変える」
・
・
・

早見 優  タレント（91年比文卒）
レスリー・キー  写真家
根本 かおる  国連広報センター所長

UNDP親善大使トーク・イベントUNDP親善大使トーク・イベント
・
・
・

紺野 美沙子  UNDP 親善大使
近藤 哲生  UNDP 駐日代表
植木 安弘  総合グローバル学部教授、元国連広報官

◆フォトコンテスト概要
「SDGsの世界を変えるための17の目標」をテーマに全世界の学生を対
象に募集したフォトコンテスト。今年６月から約４ヶ月の募集期間で約
50ヶ国から600点以上の応募が集まりました。

　審査員：レスリー・キー（写真家）
 安田菜津紀 （フォトジャーナリスト）　　　　
 片岡英子（ニューズウィーク日本版フォトディレクター）
　　　 レベッカ・スウィフト （ゲッティイメージズ クリエイティブディレクター）
 水島宏明（文学部教授)
 根本かおる（国連広報センター所長）

　主　催：国連広報センター、上智大学　
　特別協力：ゲッティイメージズ ジャパン　
　後　援：外務省、グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン
　協　力：株式会社シグマ
 CG-ARTS（公益財団法人 画像情報教育振興協会）
 株式会社CCC メディアハウス
 株式会社ニコン
 パルファン・クリスチャン・ディオール・ジャポン株式会社 
 株式会社良品計画

申込不要／入場無料

日  時：10月26日(水)～11月18日(金)  9：00～ 17：00
 ※11月１日（木）は除く
 ※10月24日の授賞式でも会場ホワイエにて展示いたします。
会  場：四谷キャンパス中央図書館１階　展示スペース

『わたしが見た、持続可能な開発目標（SDGs）』
学生フォトコンテスト入賞作品展

植木 安弘教授岸田  文雄外務大臣 レスリー・キー氏 紺野 美沙子氏早見  優氏 近藤 哲生氏根本 かおる氏



申込不要／入場無料

10月17日 ～28日月 金

各イベントへの参加申込みはこちらからどうぞ https://eipo.jp/sophia/

上智大学
国連Weeks October, 2016

世界を話そう
国連の現実と日本の役割

吉川 元偉氏 藤崎 一郎教授 植木 安弘教授

日時／
場所／
登壇者／

対象／
主催／

10月18日（火） 9:15～10:45（開場8:45）
四谷キャンパス2号館17階　国際会議場

吉川 元偉  前国連大使
藤崎 一郎  特別招聘教授、国際関係研究所代表、
 前駐米大使
植木 安弘  総合グローバル学部教授、元国連広報官
本学学生および教職員、一般の方　
上智大学

要事前申込

「世界を話そう」は、学生と国際的に活躍する傑出した第一人
者との対話を創出する企画。今回は、国連の役割や、国連に
おける日本の役割をテーマに前国連大使吉川元偉氏にお越し
いただきます。

国連機関合同 就職説明会
～国際公務員へのキャリア研究フェア～ 要事前申込

日時／
場所／
参加機関／

10月19日（水） 13:30～16:00（開場13:00）途中入退場可
四谷キャンパス2号館17階　国際会議場

　国連事務局（UN）
国連人道問題調整事務所（OCHA）
国連開発計画（UNDP）
国連人口基金（UNFPA）
国連児童基金（UNICEF）
UN Women

対象／
使用言語／
主催／
協力／

本学学生、一般の方
　 英語　
上智大学
国連事務局、外務省国際機関人事センター

外務省国際機関人事センターによる国際公務員を目指す方へ
のレクチャーにつづき、各国際機関の人事担当者によるガイ
ダンス、個別質問会を行います。国際機関でのキャリアを考
えている方、国際貢献に関心のある方はぜひご参加ください。

「日本と国際連合の歩み
－日本の国連加盟60周年－」写真展

日時／

場所／

対象／

主催／

写真提供／

10月19日（水） ～10月28日（金） 9:00～17:00
四谷キャンパス2号館１階　エントランスホール

本学学生および教職員、高校生、一般の方

上智大学

　　外務省

1956年12月18日に日本は国連に加盟し、今年は60周年と
いう節目の年となります。これを記念して、写真展を開催し
ます。日本の国連外交や世界の諸問題に対する日本と国連の
取組みを写真で振り返ります。

国旗掲揚に立ち合う重光外相 
© UN Photo

上智大学国連Weeksに関するお問合せ：soumu_kouenkai@cl.sophia.ac.jp

日時／
場所／
内容／ 小野 博也 伊藤忠商事株式会社 広報部CSR・地球環境室長

岩附 由香 NPO 法人ACE 代表（97年文英卒）

10月27日（木） 17:30～19:30（開場17:00）
四谷キャンパス2号館17階　国際会議場
・企業の取組み

・NPOの取組み 

・パネルディスカッション
中村 祥子  グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン事務局
村上 清華  伊藤忠商事株式会社 広報部CSR・地球環境室（05年外仏卒）
岩附 由香　
末吉 里花  一般社団法人エシカル協会代表
森田 裕之  キリンホールディングス株式会社 CSV推進室長（86年文新卒）
浦元 義照  グローバル教育センター特任教授

対象／
共催／
後援／

企業・NPOと考えるサプライチェーン
「この商品が皆さんの手に届くまで」

本学学生および教職員、高校生、一般の方
グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン（GCNJ）、上智大学
日本グローバル・コンパクト・アカデミック・ネットワーク・ジャパン（J-GCAN）

ニューヨーク国連本部において、150を超える加盟国首脳の
参加のもと採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」。
皆さん一人ひとりが、今、そして未来に、どんな立場で、ど
んな方法で貢献ができるのか？企業やNPOで活躍する卒業
生も交えて議論をして行きます。

要事前申込

《パネリスト》

《モデレーター》 
 ・クロージング 有馬 利男 グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン代表理事

上映作品：国境に生きる
　　　　　～難民キャンプの小さな監督たち～

UNHCR難民高等教育事業に関する協定記念式　
第11回UNHCR難民映画祭̶学校パートナーズ映画上映

日時／
場所／
内容／

要事前申込

10月21日（金） 17:15～19:30（開場16:45）
四谷キャンパス2号館17階　国際会議場
・UNHCR 難民高等教育事業に関する協定記念式
・記念講演　Dirk Hebecker  UNHCR 駐日代表
・映画上映

対象／
使用言語／
主催／  　　　協力／

本学学生および教職員、高校生、一般の方
　日本語・英語（同時通訳あり）
上智大学

作品紹介：私たちの生活を知って欲しい̶。そう願うクルド難民キャンプに暮らす
子どもたちの声に応え、自身がクルド出身の名匠バフマン・ゴバディ監督が立ち上
げたプロジェクト。２つの難民キャンプから８人の子ども監督とスタッフが選ばれ、
ワークショップを通じて脚本から演出、撮影までを全てキャンプ内でおこない、完
成された８本のショートフィルムをオムニバス形式で上映する。子どもたちの視点
を通じてクルド難民の置かれた過酷な状況が浮かび上がる。

Dirk Hebecker氏 © UNHCR

UNHCR難民高等教育事業は日本在住の日本国籍を持たない
難民の方に奨学金を付与し、就学をサポートする事業です。記
念講演をUNHCR駐日代表が行います。また映画を通じて紛争
や迫害によって家を追われた人々の問題を考えるUNHCR難民
映画祭̶学校パートナーズの映画上映を行います。

プロデューサー：バフマン・ゴバディ /イラク/2015年/
73分/ドキュメンタリー /クルド語（日本語・英語字幕）

国連難民高等弁務官（UNHCR）駐日事務所
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